
216　億 1,207 万円計上

牛
津
駅
周
辺
整
備
の

計
画
に
着
手

▲これからの開発が見込まれる牛津駅南周辺

　

平
成
３０
年
度
の
一
般
会

計
当
初
予
算
は
、
対
前
年

比
で
プ
ラ
ス
３
・
９
％
、

８
億
３
１
７
万
９
千
円
の

増
と
な
っ
て
い
る
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、

乳
幼
児
を
持
つ
母
親
が
子

供
と
一
緒
に
出
勤
で
き
る

オ
フ
ィ
ス
を
整
備
・
運
営

す
る
「
子
育
て
オ
フ
ィ
ス

実
証
事
業
」、
小
城
市
民

病
院
と
多
久
市
立
病
院
と

の
統
合
を
視
野
に
入
れ
た

建
設
候
補
地
を
調
査
す
る

「
公
立
病
院
統
合
検
討
事

業
」、
可
燃
ご
み
焼
却
施

設
の
建
設
の
た
め
の
「
天

山
地
区
共
同
環
境
組
合
事

業
（
建
設
）」、
ま
ち
な

か
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
駐
車

場
を
拡
張
す
る
「
ま
ち
な

か
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
整
備

事
業
」、
牛
津
拠
点
地
区

市
街
地
活
性
化
の
た
め

の
「
牛
津
拠
点
地
区
市
街

地
活
性
化
推
進
事
業
」「
牛

津
ま
ち
な
か
に
ぎ
わ
い
広

場
整
備
事
業
」「
牛
津
駅
周

辺
整
備
事
業
」「
牛
津
子
育

て
支
援
集
合
住
宅
整
備
事

業
」
な
ど
を
計
上
し
て
い

る
。

　

平
成
１７
年
３
月
に
合
併

し
た
小
城
市
で
は
当
初
、

普
通
交
付
税
の
合
併
特
例

措
置
に
つ
い
て
、
平
成
２７

年
度
以
降
５
年
間
で
段
階

的
に
縮
減
さ
れ
、
年
間
１８

億
円
程
度
の
普
通
交
付
税

が
削
減
さ
れ
る
見
込
み

だ
っ
た
が
、
算
定
方
法
の

見
直
し
に
よ
り
直
近
の
試

算
で
は
、
年
間
約
８
億
円

の
削
減
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。

　

そ
の
減
額
幅
が
緩
和
さ

れ
た
と
は
い
え
、
市
税
や

ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め

自
主
財
源
等
歳
入
の
確
保

は
最
重
要
で
あ
る
。

　

歳
入
で
は
、
約
１９
％
が

市
税
、
約
３０
％
を
地
方
交

付
税
、
約
７
％
が
市
債
が

占
め
て
い
る
。

　

平
成
３０
年
第
１
回
定
例

会
は
、
３
月
７
日
に
召
集

さ
れ
、
３
月
２７
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
。
全
部
で
２８
件

の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
そ

の
中
で
平
成
２９
年
度
補
正

予
算
関
連
７
件
、
平
成
３０

年
度
予
算
関
連
１３
件
、

条
例
関
連
７
件
、
委
員

の
推
薦
・
選
任
な
ど
１
件

と
な
っ
て
い
る
。
採
決
の

結
果
、
全
議
案
が
可
決
さ

れ
た
。（
賛
否
表
は
８
、９

ペ
ー
ジ
）
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平成３０年度当初一般会計 216　億 1,207 万円計上
民生費

142,475 円

１人当たりの借金負担（公債費）…………55,119 円
１人当たりの市税負担　……………………91,972 円

総務費
63,116 円

教育費
47,737 円

公債費
55,119 円

土木費
42,709 円

商工費
5,184 円

その他
8,254 円

消防費
17,424 円

衛生費
67,727 円

農林水産業費
28,271 円

市民（45,212 人）の一般会計状況

１人あたり
の予算

478,016 円

30.0%

19.2%

11.9%

9.3%

7.2%

5.8%
8.8%

29.8%

8.9%

13.2%

3.6%

14.2%

11.5%

10.0%

5.9%

1.1% 1.7%

歳  入 歳  出

地
方
交
付
税

市
　税

国
庫
支
出
金

寄
附
金
（
ふ
る
さ
と
納
税
等
）

市
　債
（
借
金
）

繰
入
金

県
支
出
金

そ
の
他

民
生
費

土
木
費

総
務
費

消
防
費衛

生
費

公
債
費（
借
金
返
済
）

教
育
費

農
林
水
産
業
費

商
工
費

64
億
７
，４
７
９
万
円

41
億
５
，８
２
４
万
円

25
億
６
，１
５
８
万
円

20
億
１
，８
２
１
万
円

15
億
５
，８
４
０
万
円

12
億
５
，１
５
１
万
円

7.8%

16
億
８
，７
７
１
万
円

19
億
　　
１
５
９
万
円

64
億
４
，１
６
０
万
円

19
億
３
，０
９
８
万
円

28
億
５
，３
６
０
万
円

７
億
８
，７
７
９
万
円

30
億
６
，２
１
０
万
円

24
億
９
，２
０
５
万
円

21
億
５
，８
３
０
万
円

12
億
７
，８
２
０
万
円

２
億
３
，４
４
０
万
円

３
億
７
，３
０
２
万
円

そ
の
他

※人口は平成３０年４月１日時点　　　
※端数処理のため合計額は異なります

会計区分 ３０年度予算額
前年度当初比較

差引増減 増減率

一般会計 216億1,207万円 8億 317万円 3.9%

特別会計 79億 708万円 △8億8,549万円 △10.1%

　 簡易水道特別会計 3,024万円 2,213万円 272.8%

　 下水道特別会計 24億9,801万円 1億7,909万円 7.7%

　 国民健康保険
特別会計 48億3,639万円 △11億2,767万円 △18.9%

　 後期高齢者医療
特別会計 5億4,243万円 4,096万円 8.2%

企業会計 ３０年度予算額
前年度当初比較

差引増減 増減率

水道事業会計 3億8,032万円 △2億1,034万円 △35.6%

病院事業会計 13億7,439万円 2,350万円 1.7%

※万円未満は切り捨てています。

※端数処理のため合計額は異なります。　※万円未満は切り捨てています。
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総務・市民
　

行
政
区
が
設
置
す
る
Ｌ
Ｅ

Ｄ
防
犯
灯
の
経
費
を
市
が
約

２
分
の
１
を
補
助
す
る
も
の

で
、
補
助
の
上
限
は
電
柱
共

架
方
式
は
１
万
円
。
専
用
柱

方
式
は
４
万
円
。
平
成
２６
年

か
ら
は
２
０
０
灯
だ
っ
た
の

を
３０
年
か
ら
３
年
計
画
で
毎

年
５
０
０
灯
の
設
置
を
め
ざ

す
。

　

交
換
し
た
芦
刈
保
育
園
跡

地
と
旧
芦
刈
庁
舎
跡
地
周
辺

を
駐
車
場（
約
１
５
０
台
分
）

と
し
て
整
備
す
る
事
業
。

　

事
業
費
の
負
担
割
合
は
、

小
城
市
５０
％
・
多
久
市
５０
％

小
城
市
民
病
院
と
多
久
市
立

病
院
の
統
合
を
前
提
と
し
、

新
病
院
設
立
候
補
地
の
選
定

を
本
年
８
月
に
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
会
社
へ
発
注
し
、

本
年
１２
月
の
議
会
へ
報
告
を

行
い
、
統
合
の
可
否
を
判
断

す
る
。

　

若
い
世
代
の
転
出
や
出
生

率
の
低
下
に
よ
る
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
、「
し

ご
と
が
で
き
る
小
城
づ
く

り
」・「
子
は
宝
を
育
む
小
城

づ
く
り
」を
実
現
す
る
た
め
、

子
育
て
オ
フ
ィ
ス
を
整
備
し

働
き
方
改
革
を
推
進
す
る
。

　

平
成
３０
年
度
は
、
ふ
る
さ

と
納
税
寄
附
額
を
２０
億
円
と

見
込
み
、寄
附
金
額
に
応
じ
、

お
礼
の
品
と
し
て
小
城
の
特

産
品
を
送
る
事
業
で
す
。
ふ

る
さ
と
納
税
を
何
に
使
っ
た

か
「
見
え
る
化
」
の
た
め
、

１
億
円
は
、
ふ
る
さ
と
応
援

基
金
と
し
て
積
立
て
る
。

　

共
同
で
多
久
市
に
建
設
す

る
可
燃
ご
み
焼
却
施
設
建
設

に
要
す
る
経
費
と
し
て
、
平

成
３０
年
度
８
億
４
，６
９
９

万
円
を
小
城
市
が
負
担
す

る
。事
業
費
の
負
担
割
合
は
、

平
等
割
２０
％
（
各
市
１０
％
）

人
口
割
８０
％
に
し
、
合
計
で

小
城
市
６５
・
３２
％
、
多
久
市

３４
・
６８
％
と
な
る
。

　

米
・
麦
・
大
豆
を
組
み
合

わ
せ
た
生
産
性
の
高
い
水
田

農
業
の
担
い
手
の
育
成
を
確

保
す
る
。
ま
た
、
産
地
の
確

立
対
策
に
必
要
な
機
械
、
施

設
等
の
整
備
に
対
す
る
支
援

や
効
率
的
、
安
定
的
な
農
業

経
営
体
の
育
成
や
経
営
発
展

等
を
図
る
。

　

排
水
不
良
に
よ
る
水
管
理

が
困
難
な
水
田
に
暗あ

ん

渠き
ょ

排
水

を
整
備
し
、
乾
田
化
に
よ
る

二
毛
作
や
転
作
の
推
進
等
、

営
農
環
境
の
改
善
を
図
る
。

主
な
事
業

５
０
０
万
円

Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
の

補
助
事
業

５
，１
９
５
万
円

旧
芦
刈
庁
舎
跡
地

の
整
備

１
，１
３
５
万
円

（
新
規
）
公
立
病
院

統
合
検
討
事
業

２
，７
０
０
万
円

（
新
規
）
子
育
て
オ

フ
ィ
ス
実
証
事
業

１３
億
２
，９
３
４
万
円

ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼

８
億
４
，６
９
９
万
円

天
山
地
区
共
同

環
境
組
合
事
業

産業・建設
７
４
４
万
円

米
・
麦
・
大
豆

振
興
対
策

８
，１
５
２
万
円

基
盤
整
備
促
進

事
業

▲多久市に建設予定の廃棄物処理施設の完成予想図

●移住・定住の推進　●子育て　支援　●交流人口の増大に重点
　本市の行財政運営は、依然として厳しい状況にあるが、限られた資源、財源のなかで第２次総合計画に
掲げた「誇

こ

郷
きょう

幸
こう

輝
き

」～みんなの笑顔が輝き幸せを感じるふるさと小城市～の政策の実現のため、多様な市
民ニーズ、行政課題の解決にむけての対応が大きなテーマである。
　人口減少をどうすれば食い止めることができるか、「移住・定住の推進」 「子育て支援及び学校教育、幼児
教育・保育の充実」 「交流人口の増大」など小城市の取り組みを広く「知ってもらう」情報戦略が最重要と
捉え、総務部内に総合戦略課、建設部内に定住推進課を新設するなど、庁内組織を再編した。
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当
初
予
算
の
な
か
み



　

佐
賀
県
を
訪
れ
る
外
国
人

は
年
々
増
加
し
、
小
城
市
内

で
も
外
国
の
旅
行
者
が
増
え

て
い
る
。
こ
の
た
め
外
国
人

観
光
客
が
不
自
由
な
く
市
内

を
観
光
で
き
る
よ
う
、
外
国

語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
作
成
、

Ｗ
ｉ

−

Ｆ
ｉ
の
整
備
な
ど
の

受
け
入
れ
態
勢
を
整
え
る
。

　

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
の

補
助
を
平
成
２９
年
度
か
ら
引

き
続
き
行
う
と
と
も
に
、
耐

震
診
断
の
結
果
、
耐
震
基
準

を
満
た
し
て
い
な
い
住
宅
の

耐
震
改
修
に
か
か
る
費
用
に

対
し
て
補
助
を
行
う
。

　

定
住
人
口
の
確
保
と
地
域

の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
子

育
て
世
代
等
の
定
住
を
促
進

す
る
。

　

小
城
中
心
市
街
地
活
性
化

の
中
核
施
設
で
あ
る
ま
ち
な

か
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
の
施
設

整
備
後
の
課
題
と
な
っ
て
い

た
駐
車
場
不
足
を
解
消
し
、

今
後
の
利
用
増
進
を
図
る
。

　

都
市
再
生
整
備
計
画
に
よ

る
牛
津
駅
周
辺
（
南
北
連
携

軸
と
な
る
自
由
通
路
と
駅
南

広
場
）
の
整
備
。

　

都
市
再
生
整
備

計
画
に
よ
る
Ｐ
Ｐ

Ｐ
・
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

を
活
用
し
た
子
育

て
支
援
集
合
住
宅

の
整
備
の
可
能
性

調
査
。

教育・文化・福祉
　

女
性
の
就
労
機
会
や
核
家

族
化
な
ど
家
庭
環
境
が
変
化

す
る
中
、
保
護
者
が
労
働
等

に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い

小
学
生
に
対
し
、
授
業
終
了

後
に
遊
び
や
生
活
の
場
を
提

供
す
る
。
市
内
８
小
学
校
内

で
１７
ク
ラ
ブ
を
開
設
。

　

学
校
給
食
法
に
基
づ
き
、

児
童
生
徒
に
安
全
で
栄
養
に

考
慮
し
た
学
校
給
食
を
提
供

す
る
た
め
、
効
率
的
な
財
政

運
営
も
含
め
事
業
の
全
般
的

な
見
直
し
に
取
り
組
み
、
現

在
の
小
城
給
食
セ
ン
タ
ー
の

業
務
の
う
ち
調
理
・
配
送
業

務
の
民
間
委
託
を
実
施
す
る
。

①�

牛
津
ル
ー
テ
ル
こ
ど
も
園

（
認
定
こ
ど
も
園
）の
移
転
、

増
改
築
費
用
の
う
ち
保
育

所
部
分
に
対
す
る
補
助

②�

小
規
模
保
育
事
業
所（
平

成
３０
年
４
月
開
所
予
定
）の

幼
児
用
ト
イ
レ
改
修
等
に

係
る
費
用
に
対
す
る
補
助

③�

牛
津
ル
ー
テ
ル
こ
ど
も
園

移
転
・
改
増
築
の
た
め
、

園
舎
解
体
撤
去
に
伴
う
補

助
金
の
返
還

　

市
内
私
立
保
育
園
等
の
事

務
負
担
軽
減
の
た
め
、
保
育

に
関
す
る
計
画
、
記
録
や
保

護
者
と
の
連
絡
、
子
ど
も
の

登
降
園
管
理
等
の
業
務
の
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
を
行
う
た
め
に
必
要

な
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
係
る

費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ

と
に
よ
り
、
保
育
士
確
保
及

び
保
育
の
充
実
を
図
る
。

　

幕
末
・
維
新
期
を
中
心
と

し
た
小
城
の
偉
業
・
偉
人
を

顕
彰
す
る
展
示
会
、講
演
会
、

案
内
表
示
板
設
置
、
資
料
集

の
刊
行
、
映
像
資
料
の
制
作

な
ど
を
行
い
、
明
治
維
新
１

５
０
年
を
契
機
に
、
ふ
る
さ

と
小
城
へ
の
愛
着
や
誇
り
の

醸
成
を
図
る
。
８
つ
の
事
業

が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

一
部
に
高
田
保
馬
博
士
顕
彰

会
が
入
っ
て
い
る
。

１
２
７
万
円

（
新
規
）
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
対
策
事
業

６
３
４
万
円

耐
震
対
策
補
助

事
業

６
，４
９
５
万
円

移
住
・
定
住
対
策

事
業５

，２
４
０
万
円

ま
ち
な
か
市
民
交
流

プ
ラ
ザ
の
整
備

４
，８
９
４
万
円

（
新
規
）
牛
津
駅
周

辺
整
備
事
業

１
，５
０
０
万
円

（
新
規
）
牛
津
子
育

て
支
援
集
合
住
宅

整
備
事
業

１
億
４
，７
４
０
万
円

放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業７

１
４
万
円

（
新
規
）
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
調
理
配

送
業
務
等
民
間
委

託
事
業

１
億
９
，２
９
０
万
円

保
育
所
等
整
備

補
助
事
業５

０
０
万
円

（
新
規
）
保
育
士
支

援
シ
ス
テ
ム
導
入

事
業

１
，０
８
５
万
円

小
城
明
治
維
新

１
５
０
年
記
念
事
業

●移住・定住の推進　●子育て　支援　●交流人口の増大に重点

▲高田保馬博士胸像
　（ドゥイング三日月前）

▲ゆめぷらっと
　小城  駐車場
　周辺

２０１8年５月号7 おぎ市議会だより

当
初
予
算
の
な
か
み


